
●
新
島
襄
の
後
継
者

「
熊
本
バ
ン
ド
」
か
ら
同
志
社
総
長
が
数
人

生
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
新
島
襄
に
次
い
で

同
志
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最
初
に
社
長(

総
長)

に
な
る
べ
き
人
材
は
金
森

通
倫
で
あ
っ
た
。

彼
は
約
四
十
人
の
「
熊
本
バ
ン
ド
」
中
、
最

初
に
熊
本
か
ら
入
京
し
た
。
一
八
七
六
年
七
月

の
こ
と
で
、
半
年
後
（
一
二
月
三
日)

に
新
島

襄
が
自
宅
に
西
京
第
二
公
会
（
の
ち
に
同
志
社

教
会
）
を
設
立
し
た
際
、
彼
は
新
島
か
ら
洗
礼

（
洗
礼
名
は
パ
ウ
ロ
）
を
受
け
た
。
教
会
記
録

の
上
で
は
筆
頭
会
員
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か

新
島
の
最
初
の
授
洗
、
す
な
わ
ち
新
島
牧
師
が

生
ん
だ
信
徒
第
一
号
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三

年
後
、「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
一
員
と
し
て
同
志

社
を
最
初
に
卒
業
し
た
の
も
金
森
で
あ
る
。

卒
業
後
、
岡
山
に
赴
任
し
、
組
合
教
会
の
開

拓
伝
道
に
従
事
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
･
ボ
ー
ド

の
宣
教
師
ら
の
協
力
を
得
て
、
た
だ
ち
に
岡
山

教
会
を
発
足
さ
せ
、
ま
も
な
く
組
合
教
会
中
、

最
大
の
教
会
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。「
熊
本
バ
ン
ド
」
が
同
志
社
を
卒
業
し
た

の
ち
、
同
志
社
で
主
流
を
占
め
る
の
は
岡
山
県

出
身
の
入
学
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
に

は
金
森
の
功
績
で
あ
る
。

そ
の
働
き
を
買
わ
れ
て
、
彼
は
同
期
生
の
横

井
時
雄
に
続
い
て
母
校
に
教
師
と
し
て
呼
び
返

さ
れ
た
。
岡
山
教
会
牧
師
の
後
任
に
は
安
部
磯

雄
を
招
い
た
。
金
森
は
神
学
教
育
に
専
念
す
る
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遍
歴
す
る
牧
者

金
森

通
倫

本
井

康
博

（
同
志
社
社
史
資
料
室
）

若き日の金森通倫（新島家旧蔵）

と
の
決
意
を
抱
い
て
の
同
志
社
赴
任
で
あ
っ
た

が
、
多
忙
で
病
弱
な
新
島
校
長
の
姿
を
間
近
で

見
る
に
つ
け
、
新
島
に
代
わ
っ
て
同
志
社
の
要

職
を
し
だ
い
に
兼
務
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。
彼
は
次
々
に
同
志
社
教
会
牧
師
（
一
八
八

七
年
四
月
）、
同
志
社
社
長
代
理
（
一
八
八
八

年
九
月
）、
同
志
社
校
長
代
理
（
一

八
八
九
年
六
月
）
に
抜
擢
さ
れ
、

新
島
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を

確
か
な
も
の
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
一
八
九
〇
年
に
新

島
が
大
磯
で
死
去
す
る
や
、
衆
目

は
「
後
任
は
金
森
」
で
一
致
し
た
。

が
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
リ
リ
ー
フ

の
山
本
覚
馬
臨
時
社
長
を
経
て
、

同
期
の
小
崎
弘
道
が
社
長
に
就
任

し
た
。
金
森
は
同
志
社
教
員
と
同

志
社
教
会
牧
師
を
辞
職
し
、
東
京

に
転
じ
て
伝
道
を
始
め
た
。

い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
。

●
同
志
社
を
追
わ
れ
る

こ
の
悲
劇
的
な
幕
切
れ
に
関
し

て
欠
か
せ
な
い
の
は
、
新
島
が
残

し
た
遺
言
中
の
次
の
一
条
で
あ
る
。

「
金
森
通
倫
氏
を
以
て
余
の
後

任
と
な
す
差
支
ナ
シ
、
氏
は
事
務

ニ
幹
練
し
才
鋒
当
ル
可
ラ
サ
ル
ノ
勢
ア
リ
然
れ

と
も
其
の
教
育
家
と
し
て
の
人
を
順
育
し
之
を

誘
掖
す
る
の
徳
ニ
欠
け
或
は
小
刀
細
工
ニ
陥
ル

の
弊
ナ
シ
ト
セ
ス
」（『
新
島
襄
全
集
』
四
、
四

〇
三
頁
）。

新
島
が
金
森
の
性
格
、
し
か
も
人
格
に
係
わ

る
事
柄
に
言
及
し
た
言
辞
を
臨
終
の
床
で
残
し

た
こ
と
が
、
金
森
の
心
証
を
悪
く
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
新
島
は
率
直
す
ぎ
た
。
そ
の
た
め

「
徳
ニ
欠
け
」
と
い
う
問
題
の
箇
所
を
、「
新
島

先
生
ら
し
か
ら
ぬ
表
現
」
と
考
え
て
公
表
を
憚

っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
法
ニ
欠
け
」
と
の
表
現

に
換
え
る
と
い
う
処
置
が
同
志
社
内
で
か
つ
て

と
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

問
題
は
、
一
度
は
後
継
者
に
金
森
を
指
名
し

た
新
島
の
「
変
心
」
で
あ
る
。
か
つ
て
の
期
待

が
し
だ
い
に
萎
ん
だ
の
か
。
例
え
ば
大
学
設
立

募
金
運
動
で
の
対
応
。
最
晩
年
、
金
森
は
「
一

刀
流
」、
と
の
不
満
を
新
島
は
徳
富
蘇
峰
に
こ

っ
そ
り
漏
ら
し
て
い
る（
同
前
四
、一
七
九
頁
）。

ち
な
み
に
遺
言
を
新
島
の
臨
終
の
床
で
書
き
取

っ
た
こ
の
蘇
峰
は
、「
金
森
先
生
に
気
の
毒
な

こ
と
を
新
島
先
生
は
な
ぜ
あ
ん
な
に
露
骨
に
書

か
れ
た
の
か
」
と
の
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に

答
え
る
。

西京第二公会（同志社教会）日誌の表紙と冒頭ページ。金森は新島が洗礼を授けた最初の信徒である。
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「
金
森
君
が[

新
島]

先
生
の
病
中
に
於
け
る

態
度
は
、
頗
る
先
生
に
苦
痛
を
感
ぜ
し
め
た
と

思
ふ
。
実
は
金
森
君
は
先
生
の
仕
事
を
代
理
で

し
て
居
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
金
森
君
自
身
に

あ
っ
て
は
、
代
理
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
自
ら

[

同
志
社]

社
長
と
か
何
と
か
い
ふ
も
の
で
な
け

れ
ば
承
知
が
出
来
な
い
様
な
調
子
で
あ
っ
た
」

（
徳
富
蘇
峰
『
新
島
襄
先
生
』
三
八
二
頁
）。

●
金
森
校
長
へ
の
不
信
感

真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

見
で
は
少
な
く
と
も
主
た
る
理
由
が
別
に
ふ
た

つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
後
継
校
長
と
し
て
の
教
育

理
念
や
教
育
法
に
疑
念
を
感
じ
始
め
た
こ
と
。

い
ま
ひ
と
つ
は
後
継
牧
師
と
し
て
の
金
森
に
問

題
性
を
嗅
ぎ
取
り
始
め
て
い
た
こ
と
。

ま
ず
、
金
森
の
教
育
理
念
に
関
し
て
で
あ
る

が
、
新
島
は
死
の
前
月
（
一
八
八
九
年
一
二
月

三
〇
日
）
に
蘇
峰
に
宛
て
て
、
自
分
が
こ
れ
ま

で
と
っ
て
き
た
教
育
方
針
、
す
な
わ
ち
「
気
骨

の
あ
る
人
物
を
生
か
し
、
殺
さ
ぬ
方
針
」
に
金

森
が
「
暗
々
裏
ニ
反
対
之
よ
し
」
と
伝
え
て
い

る
（『
新
島
襄
全
集
』
四
、
三
〇
四
頁
）。

金
森
へ
の
不
信
感
を
新
島
は
同
志
社
の
学
生

た
ち
か
ら
の
情
報
で
さ
ら
に
追
認
す
る
。
と
り

わ
け
五
年
生
の
横
田
安や

す

止た
だ

か
ら
の
書
簡
の
内
容

は
決
定
的
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
一
月
七
日

（
新
島
の
遺
言
が
認
め
ら
れ
る
二
週
間
前
）
に

横
田
が
新
島
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
校
内
に
金

森
批
判
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
、
と

の
注
目
す
べ
き
一
節
が
含
ま
れ
る
。

「
生
徒
一
般
の
反
動
ハ
金
森
氏
ニ
在
ル
カ
如

シ
、
金
森
氏
ニ
対
ス
ル
生
徒
間
の
感
情
甚
タ
悪

し
」

と
か
、「
当
今
の
学
校
の
管
理
ニ
不
平
ヲ

鳴
ラ
シ
新
任
校
長
ニ
反
動
致
シ
居
リ
候
」
と
い

う
の
で
あ
る
（
同
前
九
下
、
一
二
四
二
頁
）。

横
田
自
身
は
金
森
に
む
し
ろ
同
調
的
で
「
新

任
校
長
」
と
の
関
係
も
良
好
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
彼
に
し
て
金
森
の
教
育
法
が

と
か
く
「
小
刀
細
工
の
様
子
」
を
脱
却
で
き
な

い
恨
み
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
（
同
前

九
下
、
一
二
四
三
頁
）。

新
島
は
こ
の
書
簡
に
対
し
て
大
磯
か
ら
同
月

一
六
日
に
返
書
を
横
田
に
送
っ
た
。
そ
の
中
で

新
島
は
、「
何
分
学
校
カ
同
志
社
ニ
限
ラ
ス
何

レ
に
も
小
刀
細
工
之
起
り
候
は
大
ニ
困
却
仕

候
、
殊
ニ
我
校
ニ
小
刀
細
工
カ
当
時[

現
在]

之

通
弊
な
ら
ん
」
こ
と
を
慨
嘆
し
た
（
同
前
四
、

三
四
五
頁
）。
横
田
が
使
っ
た
「
小
刀
細
工
」
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と
い
う
文
言
が
こ
こ
に
再
現
す
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
こ
れ
が
一
週
間
後
の
遺
言
に
、
金
森
は

「
小
刀
細
工
ニ
陥
ル
の
弊
ナ
シ
ト
セ
ス
」
と
い

う
形
で
そ
っ
く
り
入
る
こ
と
に
な
る
。

●
金
森
牧
師
へ
の
不
信
感

新
島
が
金
森
に
感
じ
た
不
安
は
、
以
上
の
教

育
面
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。い
ま
ひ
と
つ
、同
志

社
教
会
牧
師
と
し
て
の
金
森
に
関
し
て
も
、
問

題
性
を
払
拭
し
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

晩
年
の
新
島
の
最
大
関
心
事
は
大
学
設
立
運

動
と
並
ん
で
組
合
教
会
の
原
則
、「
自
治
教
会
」

主
義
を
死
守
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
は
数
々

の
批
判
を
被
り
な
が
ら
も
一
致
教
会
と
の
教
会

合
同
に
あ
え
て
慎
重
な
姿
勢
、
な
い
し
は
批
判

的
な
態
度
を
固
守
し
た
。
と
り
わ
け
膝
下
の
同

志
社
教
会
は
自
ら
初
代
牧
師
を
務
め
た
教
会
で

あ
る
だ
け
に
、
ま
た
全
国
の
組
合
諸
教
会
の
中

で
は
い
わ
ば
「
総
本
山
」
格
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

合
同
運
動
の
反
対
拠
点
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
事
実
、
学
生
信
徒
の
大
半
が
反
対
派
に
ま

わ
っ
た
た
め
に
、
同
志
社
教
会
は
「
合
同
反
対

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
見
ら
れ
た
（『
同
志
社

五
十
年
史
』
一
五
八
頁
）。

か
く
し
て
新
島
は
広
津
友
信
や
横
田
安
止
ら

学
生
会
員
に
働
き
か
け
て「
同
志
社
教
会
規
則
」

を
あ
ら
た
に
制
定
し
、「
自
治
教
会
」
主
義
を

明
確
に
成
文
化
し
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
牧
師
で
あ
る
金
森
の
態
度
は
違
っ

た
。
彼
は
こ
の
規
則
の
原
稿
を
手
元
に
お
い
た

ま
ま
、
な
か
な
か
印
刷
に
付
し
て
会
員
に
配
布

し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
横
田

は
新
島
に
（
先
の
）
書
簡
で
報
じ
て
い
る

（『
新
島
襄
全
集
』
九
下
、
一
二
四
〇
頁
）。

そ
も
そ
も
教
会
合
同
に
関
し
て
は
「
熊
本
バ

ン
ド
」は
概
し
て
賛
成
派
で
あ
る
。金
森
も
例
外

で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
柏
木
義
円
に
言
わ

せ
れ
ば
「
熱
烈
な
る
合
同
論
者
」
で
あ
っ
た
。

一
八
八
七
年
の
組
合
教
会
総
会
で
は
同
期
の
小

崎
弘
道
、横
井
時
雄
、宮
川
経
輝
や
宣
教
師
の

Ｄ
･
Ｃ
･
グ
リ
ー
ン
と
と
も
に
合
同
草
案
の
作
成

委
員
に
選
出
さ
れ
て
も
い
る（
本
井
康
博『
京
都

の
キ
リ
ス
ト
教
』一
七
二
頁
、
一
八
一
頁
）。

た
だ
し
、
金
森
は
同
志
社
（
学
園
･
教
会
）

に
身
を
置
き
、
し
か
も
新
島
の
最
有
力
後
継
者

と
い
う
特
殊
な
立
場
に
立
つ
だ
け
に
、
表
立
っ

て
新
島
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
一
八
八
八
年
の
組
合
教
会
総
会
で
も
、

ふ
た
り
の
同
志
社
教
会
員
（
学
生
の
古
賀
鶴
次

郎
と
花
畠
健
起
）
が
、「
雷
電
ノ
如
ク
鉄
棒
ヲ
」

「
縦
横
ニ
降
リ
廻
ス
」
よ
う
に
暴
れ
ま
わ
っ
て

反
対
姿
勢
を
表
わ
し
た
の
に
対
し
て
、
推
進
派

の
金
森
は
（
松
山
高
吉
や
横
井
時
雄
な
ど
と
と

も
に
）
終
始
、
頑
な
ま
で
に
沈
黙
を
守
っ
た

（
同
前
、
一
八
一
頁
）。

こ
の
総
会
に
関
し
て
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

こ
と
を
同
志
社
教
員
で
宣
教
師
の
Ｄ
･
Ｗ
･
ラ

ー
ネ
ッ
ド
は
伝
え
る
。「
こ
の
運
動
の
運
命
を

決
し
た
総
会
に
同
志
社
教
会
は
日
本
人
教
授
で

も
あ
る
牧
師[

金
森]

で
は
な
く
、
ふ
た
り
の
学

生
を
送
り
込
ん
だ
」
と
（
同
前
、
一
八
一
頁
）。

こ
こ
に
教
会
内
部
で
の
金
森
の
位
置
が
よ
く
表

れ
て
い
る
。

●
同
志
社
を
去
る

教
会
合
同
運
動
は
新
島
が
死
去
し
た
三
カ
月

後
に
開
催
さ
れ
た
組
合
教
会
総
会
で
正
式
に
中

止
が
決
議
さ
れ
て
収
束
し
た
。
ま
も
な
く
金
森

は
同
志
社
を
去
り
、
東
京
･
番ば

ん

町
ち
ょ
う

教
会
に
転

じ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ほ
ど
な
く
組
合
教
会

そ
の
も
の
か
ら
も
去
る
。
棄
教
、
い
や
牧
師
廃

業
で
あ
る
。『
回
顧
録
』
で
「
擾
乱
の
子
」
と

自
任
す
る
金
森
の
本
領
発
揮
で
あ
る
。

《略歴》かなもり･みちとも（1857.10.2～1945.3.4）
「熊本バンド」のひとり。肥後（玉名郡小天村）に生まれ、熊本洋学校でＬ.

Ｌ.ジェーンズからキリスト教の指導を受ける。同校の廃校後、ジェーンズの勧
めで同志社英学校に入学。在学中、「ライオン」の異名を取る。入学まもなく新
島から西京第二公会（現同志社教会）で徳富猪一郎（蘇峰）らと受洗する。同
志社余科（神学科）一期生として卒業後、岡山で伝道に従事。一八八六年九月、
同志社教員に就任し、以後、新島の右腕として教育、教会、大学設立運動で活
躍するが、新島の遺言を契機に同志社に対する態度が冷却。ついに新島の死の
半年後、同志社を去り、東京に転出。まもなく組合教会からも脱退し、牧師を
廃業。その後、各界を遍歴するが、いずれも大成せずに終わった。晩年、信仰
を回復し、同志社の校内伝道でも大きな成果をあげた。郡山市で死去。夫人
（旧姓･西山小寿）は岡山出身で神戸女学院第一期生。岡山･山陽英和女学校の創
立者のひとり。長男（太郎）は山形県、徳島県知事を務める。
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棄
教
の
直
接
の
契
機
は
い
わ
ゆ
る「
新
神
学
」

（
高
等
批
評
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
底
流
に
は

新
島
の
後
任
問
題
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
が
あ

っ
た
。
金
森
は
回
顧
す
る
。
一
八
九
〇
年
の
初

頭
、
後
任
人
事
問
題
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
界

が
「
猜
疑
と
嫉
妬
」
に
充
満
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
、「
宗
教
界
を
脱
出
し
た
の
は
、
こ

の
時
か
ら
既
に
そ
の
萌
は
あ
っ
た
」
と
。

新
島
の
永
眠
か
ら
番
町
教
会
に
移
る
ま
で
の

し
ば
ら
く
の
間
、
金
森
は
新
神
学
の
研
究
に
没

頭
し
た
。
そ
の
成
果
は
翌
年
、『
日
本
現
今
之

基
督
教
並
ニ
将
来
之
基
督
教
』
の
刊
行
と
な
っ

て
現
れ
た
。
こ
れ
が
組
合
教
会
か
ら
「
異
端
」

と
指
弾
さ
れ
、
番
町
教
会
か
ら
放
逐
さ
れ
た
た

め
に
、
金
森
は
つ
い
に
は
組
合
教
会
脱
退
を
決

意
す
る
。
一
八
九
二
年
の
総
会
は
「
満
場
一
致

で
私
の
退
会
を
許
し
た
」
と
金
森
は
述
懐
す
る

（
以
上
、『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
』
二
七
〇
〜
二

七
一
頁
）。

金
森
は
宗
教
界
を
見
限
っ
た
。
以
後
、
実
業

界
や
政
界
、
さ
ら
に
は
官
界
を
遍
歴
す
る
。
す

な
わ
ち
自
由
党
に
入
党
し
て
『
自
由
新
聞
』
主

筆
と
な
っ
た
あ
と
、
三
井
鉱
山
、
武
相
鉄
道
、

東
京
米
穀
取
引
所
を
次
々
と
渡
り
歩
く
。
つ
い

で
北
海
道
庁
嘱
託
と
な
っ
て
勤
倹
貯
蓄
奨
励
運

動
に
従
事
、
次
に
大
蔵
省
嘱
託
と
し
て
貯
蓄
奨

励
遊
説
に
取
り
組
む
。
最
後
は
内
務
省
嘱
託
と

な
っ
て「
貯
金
の
す
す
め
」を
説
い
て
廻
っ
た
。

一
九
一
二
年
、
夫
人
の
死
去
を
契
機
に
信
仰

を
回
復
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
界
（
た
だ
し
救
世

軍
）
に
復
帰
し
た
。
一
九
一
四
年
、
同
志
社
の

後
輩
、
山
室
軍
平
率
い
る
日
本
救
世
軍
に
入
隊

し
、
全
国
伝
道
を
試
み
た
。
し
か
し
三
年
後
、

救
世
軍
を
脱
退
し
、
諸
教
会
連
合
全
国
伝
道
を

開
始
し
た
。

一
九
二
七
年
に
今
度
は
東
洋
宣
教
会
日
本
ホ

ー
リ
ネ
ス
教
会
に
入
会
し
、
百
万
救
霊
を
唱
え

て
い
わ
ゆ
る
「
金
森
伝
道
」
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、
こ
こ
も
一
九
三
二
年
に
は
脱
会
す
る
。

こ
う
し
た
遍
歴
の
す
え
、
翌
年
に
は
第
一
線

か
ら
引
退
し
、
湘
南
の
嶺
山
に
隠
居
し
て
洞
窟

生
活
を
送
っ
た
。
周
囲
か
ら
は
、「
今
仙
人
」

と
呼
ば
れ
た
（
杉
井
六
郎
「
金
森
通
倫
」、『
日

本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』）。

●
牧
師
と
し
て
の
働
き

と
こ
ろ
で
同
志
社
と
絶
縁
以
後
の
金
森
に
つ

い
て
付
言
す
る
と
、
新
島
か
ら
貰
っ
た
書
簡
が

手
元
に
「
山
の
様
の
よ
う
に
」
あ
っ
た
が
、
留

守
番
が
「
反
古
だ
と
思
っ
て
皆
焼
き
捨
て
て
し

ま
っ
た
」
と
自
身
、
後
年
に
『
回
顧
録
』
で
述

懐
す
る
。

一
方
、
現
存
す
る
新
島
書
簡
が
少
な
い
と
い

う
「
不
自
然
さ
」
に
関
し
て
、
杉
井
六
郎
氏
は

金
森
通
倫
の
長
男
（
金
森
太
郎
氏
）
の
談
話
と

し
て
、「
父
は
あ
る
日
、
新
島
先
生
の
手
紙
を

火
中
に
し
た
」
ば
か
り
か
、「
再
び
校
門
を
ふ

む
ま
い
」
と
漏
ら
し
て
い
た
、
と
い
う
直
話
を

披
露
さ
れ
る
（『
新
島
襄
全
集
』
九
下
、
解
題

一
三
二
九
頁
）。
そ
れ
に
対
し
て
私
が
最
近
、

金
森
の
孫
の
一
人
か
ら
聞
い
た
限
り
で
は
、

「
自
分
で
焼
却
し
た
の
で
は
な
く
、
火
災
で
消

失
し
た
」
の
だ
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
複

数
の
説
が
並
列
す
る
所
に
、
金
森
と
同
志
社

（
新
島
）
と
の
屈
折
し
た
関
係
が
垣
間
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。

金
森
は
最
晩
年
に
い
た
っ
て
、
同
志
社
と
の

関
係
を
修
復
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
一
九
二

三
年
一
月
に
同
志
社
か
ら
招
か
れ
、
一
週
間
に

わ
た
っ
て
「
校
内
大
伝
道
」
に
取
り
組
ん
だ
の

で
あ
る
。
同
志
社
を
追
わ
れ
る
よ
う
に
去
っ
て

か
ら
三
十
三
年
が
経
過
し
て
い
た
。
は
た
し
て

ど
の
よ
う
な
感
慨
を
抱
い
た
の
か
。

同
月
二
十
一
日
の
新
島
襄
永
眠
記
念
礼
拝
に
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最後の同志社訪問（デントン邸での歓迎記念写真、1941年5月23日）
中列、左から金森太郎、M.F.デントン、佐伯理一郎、金森通倫、堀貞一、牧野虎次、松尾音次郎。
前列左、中瀬古六郎。

は
新
島
八
重
を
始
め
四
百
六
十
一
人
が
出
席
し

た
。
そ
の
時
の
金
森
の
説
教
内
容
は
不
詳
で
あ

る
。
し
か
し
、
金
森
伝
道
の
効
果
は
絶
大
で
あ

っ
た
。
大
勢
の
入
信
者
が
生
ま
れ
、
二
月
四
日

に
は
百
六
十
五
人
に
授
洗
し
た
（『
同
志
社
教

会

一
九
〇
一
〜
一
九
四
五
』
二
〇
二
〜
二
〇

三
頁
）。

金
森
と
同
志
社
と
の
「
復
縁
」
を
取
り
持
っ

た
の
は
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
同
志

社
は
牧
師
と
し
て
の
金
森
に
期
待
を
か
け
た
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
金
森
が
信
徒
（
会
員
）
第

一
号
で
あ
る
同
志
社
教
会
は
昨
年
（
二
〇
〇
一

年
）
一
二
月
に
創
立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
、

四
冊
目
の
教
会
双
書
（
教
会
史
）
を
刊
行
し
た
。

歴
代
牧
師
の
う
ち
、
金
森
が
授
洗
し
た
信
徒
は

堀
貞
一
（
千
三
百
五
十
八
人
）
、
茂
義
太
郎

（
七
百
五
十
人
）
に
次
い
で
多
く
、
通
算
五
百

二
十
四
人
に
も
の
ぼ
る
（
坂
本
武
人
編
『
同
志

社
教
会
歴
史
名
簿
』
あ
と
が
き
）。
こ
の
数
は

在
任
期
間
（
堀
十
四
年
、
茂
二
十
三
年
、
金
森

は
三
年
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
驚
く
べ
き
数
字
で

あ
る
。
金
森
の
同
志
社
時
代
は
岡
山
教
会
時
代

同
様
に
輝
い
て
い
る
。
挫
折
に
終
わ
っ
た
教
員

生
活
に
対
し
て
、
牧
師
と
し
て
の
貢
献
は
抜
群

で
あ
る
。


